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●

静
岡
県
原
子
力
防
災
訓
練
が
２

月
16
日
に
実
施
さ
れ
、
静
岡
県
、

御
前
崎
市
、島
田
市
、県
警
本
部
、

中
部
電
力
㈱
な
ど
、
合
わ
せ
て
約

８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
避
難
者
の

第
一
目
的
地
と
な
る
避
難
経
由
所

の
運
営
訓
練
が
初
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

御
前
崎
市
か
ら
は
約
１
３
０
人

が
参
加
し
、
市
内
の
集
合
場
所
か

ら
出
発
し
た
バ
ス
は
、
ま
ず
放
射

性
物
質
の
汚
染
検
査
所
で
あ
る
竜

洋
海
洋
公
園（
磐
田
市
）で
検
査
を

受
け
て
か
ら
、
模
擬
的
に
避
難
経

由
所
が
設
置
さ
れ
た
原
子
力
防
災

セ
ン
タ
ー（
牧
之
原
市
）へ
向
か
い

ま
し
た
。

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

広
域
避
難
を
し
て
き
た
避
難
住
民

に
対
し
、
避
難
退
域
時
検
査
済
証

の
確
認
、
避
難
者
名
簿
の
記
入
、

避
難
所
へ
の
案
内
な
ど
運
営
体
制

を
検
証
し
ま
し
た
。 静

岡
県
原
子
力
防
災
訓
練
で

初
の
避
難
経
由
所
運
営
訓
練
を
実
施

▲避難経由所（原子力防災センター）の様子

周辺に古地名が残る比木地区の城跡

▲殿ノ山の全景（南側上空より）

▲四耳壺（おかたやしき出土） ▲宝篋印塔の相輪 (遍照寺出土 )

埋蔵文化財包蔵地
　　　比木殿ノ山城跡

市内比木地区

　比
ひ き と ん の や ま じ ょ う せ き

木殿ノ山城跡は、比木の三
さ ん ま

間地区に位置し、牧
之原台地から延びた舌状台地を利用した平山城で
す。標高は 52m、比高 20m程の小高い丘に築かれ
ています。
　中心となる曲

く る わ

輪は、東西 20m、南北 60mで、台
地からの尾根続きを幅 3～ 5mの屈曲した空

からぼり

堀に
よって遮断しています。周辺には「おかたやしき」、
「うえやしき」、「遍

へんしょうじ

照寺」、「おおみどう」、「りょう
もん」、「多

た ら が や

良ヶ谷」などの古地名が残っています。
おかたやしきからは 13世紀後半のものとみられる
四
し じ こ

耳壺や鎌倉時代の山
やまぢゃわん

茶碗などが出土しています。
また、遍照寺からは室町時代の宝

ほうきょういんとう
篋印塔の相

そうりん
輪が 2

点出土しています。
　このことから、この地域を治めていた比木氏の館
がこの根小屋にあり、館の防衛を比木殿ノ山城が担
い、尾根続きの牧之原台地上にある比木城山がその
詰
つめじろ

城の機能を果たしていたと推測されています。な
お、虎

こぐち
口の残りが良く、進化した形態であることか

ら、戦国期に改修されているものと考えられます。

比木殿ノ山城跡

賀茂神社

筬川

比木公民館
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